
 

 

 

- 1 - 

 

様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書 

幹 事 長 印 経理責任者印 

  

  

令和元年８月５日 

  創生くまとり 

 幹事長  

    田中 圭介          殿 

                                         出張者氏名  田中 圭介  印   

   大林 隆昭  印 

 

   下記のとおり報告します。 

 

  １．出 張 先 全国市町村国際研修所           

  ２．出張日時 令和元年８月１日 ～ 令和元年８月２日  

  ３．出張用務（宿泊を要する場合はその事由） 

  

  全国市町村議員特別セミナーを受講するため       

  ４．旅    費 

 セミナー受講料 ￥7,082(振込手数料込)×2 名 

 高速料金 ￥2,950 

                                       計 ￥１７，１１４－           

   ５．報    告 

 滋賀県にある、全国市町村国際研修所において行われた、「第 1 回 全国市町村議員 

 特別セミナーを受講。内容は別紙に記載 

 ①滋賀県知事 三日月大造氏 ～みんなでつくろう！健康しが～ 

 ②社会福祉法人佛子園理事長 雄谷良成氏 人生 100 年時代ごちゃまぜ社会 

 ③同志社大学スポーツ健康科学部教授 二宮浩彰氏  

               スポーツツーリズムを活用したまちづくり 

 ④月間「ソトコト」編集長 指出一正氏 関係人口のつくり方     
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5 報告                       報告者  大林 隆昭 

 

 

①テーマ みんなでつくろう！健康しが          8 月 1 日 

 講師  滋賀県知事 三日月大造氏        13 時 15 分～14 時 45 分 

 

滋賀県は平均寿命が男性 1 位、女性 4 位。また、健康寿命も客観的指数では男性 2 位、

女性が 3 位と非常に高い数値になっている。人の健康だけでなく、自然、社会の健康に

も積極的に取り組み、2019 年 7 月に SDGｓ未来都市にも選定されている。1 人が 100

歩進むより、100 人が 1 歩進む取り組み。持続可能な体制づくりを目指している。今は

構想段階だが、持続可能な地域公共交通の財源として例えば 1 人 100 円を徴収し、財源

にする。なども考えられている。また、2016 年度から県庁の働き方改革に取り組み、残

業時間の一定の削減に成功している。一番に働き改革に取り組み県庁の健康経営にも取

り組んでいる。 

 

 

 

②テーマ 人生 100 年時代とごちゃまぜ社会          8 月 1 日 

 講師  社会福祉法人佛子園理事長 雄谷良成氏   15 時 05 分～16 時 35 分 

 

社会福祉法人佛子園では、「ごちゃまぜ」を推進しています。一つの地域に色々な施設を

点在させることにより、みんなで暮らせる町。すべての人が役割を持ち、町が機能し、

人が機能する。障害の有無も、大小も、年齢も、性別もすべてが「ごちゃませ」型には

めない福祉で地域を支える色々な取り組みの成功事例を紹介してもらえました。 

2014 年にオープンした「Share 金沢」は、約 1 万 1000 坪の敷地に、「サービス付き高

齢者住宅」「学生用住居」「児童入所施設」などがあり、「生涯活躍のまち」のモデル事業

として安倍首相も視察に訪れる街。そろぞれに役割を持ち、町づくりに参加している人

はみんな笑顔で過ごせていました。 
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③テーマ スポーツツーリズムを活用したまちづくり       8 月 2 日 

     スポーツがもたらす地域活性化の効果      9 時 00 分～10 時 30 分 

 講師  同志社大学スポーツ健康科学部教授 二宮浩彰氏 

 

スポーツ大会などを通して、地域経済にもたらす影響などを科学的に解明し、スポーツ

マーケティングに生かすことで地域活性化を促進する。地域内のスポーツ消費者と地域

外から来るスポーツ消費者の消費金額の差や、目的などを調査することでスポーツ大会

をより良くしていくことが出来る。大きなスポーツイベントでは自治体の負担に合うだ

けの経済的効果、地域活性化効果が求められ、開催することを目標にしていてはいけな

い。という事がわかった。「スポーツツーリズム需要拡大のための官民連携協議会」でま

とめられた「スポーツツーリズム需要拡大戦略」では武道ツーリズムが重点テーマにあ

げられ、「太極拳のまち」を目指す熊取町にとっては追い風になると思われる。 

スポーツコミッション事業で武道ツーリズムを推進することで、日本人観光客、インバ

ウンドなどの集客を目指し、経済的効果、地域活性化を図っていくのも効果的と考えら

れる。 

 

 

④テーマ 関係人口のつくり方                8 月 2 日 

 講師  月間『ソトコト』編集長 指出一正氏     10 時 50 分～12 時 20 分 

 

関係人口とは、観光客以上移住者未満の人口。大都市圏でその地域のことを考え、行動

してくれる人たち。「関係人口」という言葉を作った指出氏の講演では興味深い実例をた

くさん紹介していただけました。今の若者は、ローカルに面白さを見出しているそう出

す。都会にはない土臭い「ローカル」なものに引き寄せられている。 

完璧に出来上がったところには、興味を示さず、でこぼこザラザラしたような所の方が

人の関心を集める時代になっていると。そこでは自分も一緒になにかできそうな「関わ

りしろ」があるから。自治体の紹介パンフレットなども、いいところばかりを並べるの

ではなく、1 つの良いところと悪いところを併せて考えることで新しい価値が生まれ、

そこに人は興味を関心を示すのです。また、情報は与えすぎず、自分で発見してもらう

と、「自分が見つけたローカル」とさらに大切に思ってくれるので、関係人口を増やした

い自治体はパンフレットなども考え直したほうが良いと思いました。 



５ 報告                    報告者 田中 圭介 

 

①テーマ みんなでつくろう！健康しが        ８月 1日  

講師  滋賀県知事 三日月大造氏         13：15～14：45 

 

三日月滋賀県知事は、一番に働き方改革に取り組み健康経営にも取り組んでいます。2016

年度から県庁の改革に取り組み、残業時間の削減等を実現している。  

滋賀県は平均寿命が男性 1位 女性４位と男性は全国１位、また、健康寿命に関しては 

客観的指数では、男性２位 女性３位と平均寿命に続きに非常に高い数値になっている。 

2019年 7月に SDGｓ未来都市にも選定され、人の健康だけではなく、自然・社会の健康に

も、積極的に取り組んでいる。 

結果を残している事で「みんなでつろう！健康しが」を自信を持って講演されたように思

いました。 

 

 

 

 

 

②テーマ 人生 100年時代とごちゃまぜ社会       ８月 1日 

講師  社会福祉法人佛子園 理事長 雄谷良成氏  15：05～16：35 

 

社会福祉法人佛子園 雄谷良成理事長は、障がいが有る人・無い人、大きい・小さい、年

齢も性別もすべてが「ごちゃまぜ」のみんなが暮らせるまちを推進しています。 

安倍総理大臣も「生涯活躍のまち」のモデル事業として視察で訪れられた、2014 年にオー

プンした「Share 金沢」とは、約 1万 1000坪の敷地に、「サービス付き高齢者住宅」・「学

生用住居」・「児童入所施設」の成功事例を紹介されました。 

 

 

  



③テーマ スポーツツーリズムを活用したまちづくり         ８月 2日 

     スポーツがもたらす地域活性化の効果          9：00～10：30 

講師   同志社大学スポーツ健康科学教授  二宮浩彰氏 

 

「太極拳のまち」をスローガンにしている熊取町には、スポーツツリズムを活用したまち

づくり・地域活性化とかなりヒントになる講演でした。 

スポーツ大会などを通し、地域経済にどのくらい影響をもたらすかなどを科学的に解明し、 

それをスポーツマーケティングに生かすことで地域活性化を促進し、地域内外から参加す

るスポーツ消費者の消費金額の差や、目的などを調査することによってそのスポーツ大会

をさらにレベルアップすることができる。 

大きなスポーツイベントでは、その自治体に見合う経済的効果・地域活性化が求められ、

開催することだけを目標にしてはいけないということがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

④テーマ 関係人口のつくり方                    ８月 2日 

講師  月刊「ソトコト」編集長 指出一正氏            10：30～12：20 

 

 

近年よく聞く「関係人口」という言葉を作った指出一正氏。 

関係人口とは、観光客以上移住者未満の人口のこと。東京一極集中・大都市圏でその地域

のことを考えて、それを行動してくれる人たち。現在の若者は、ひと昔まえの大手企業の

ような完璧に出来上がったことには興味がなく、都会にはない地方の田舎のような「ロー

カル」なところに興味がある。 

そのローカルな土地で自分もその地域で何か一緒に関わることがあることに、面白さを求

め大都市でなく、人里離れた地域に行き自分で見つけたオンリーワンを大切にした若者が

増え、その地域を大切にしているのが地方創生のヒントの１つになりそう。 

 






